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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

件

千円

中小企業融資制度「中小企業

振興資金（創業枠）」、「小規

模企業発展資金」及び「信州創

生推進資金」利用件数

延滞先からの回収額（高度化

資金・近代化資金）

1,623

5,437

1,447

7,622

1,943

4,856

↗

↘

R7年度見込み件数から5％増を目標とする。

R7年度見込み額から10％増を目標とする。

①

②

1,915

6,296

↗

↘

達成目標

（☆印が付いているものは主要目標）
年／

年度 数値
単位

目標
年／

年度 数値
年／

年度 数値

直近３か年の状況
年／

年度 数値

事　業　名 中小企業金融対策事業費
部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

実施期間 S28 ～

達成

状況
目標値設定理由

R7年度

実績 推移
単位

R5年度 R6年度
No. 指標名

実績 実績 推移

R8年度

目標値

成長産業の創出・振興

No.

2-1①

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 07 02 03 事業改善シート（令和８年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

・物価高や中東情勢の悪化等により収益が悪化した中小企業者の資金繰りを支援するとともに、金利のある世界を生き抜くための生産

性向上に向けた前向きな資金需要に応える必要がある。

・高度化資金及び設備近代化資金の未収金については、貸付から長期間が経過し、効率的な債権回収が難しい。

・中小企業者の信用力を補完し、事業に必要な資金の円滑な調達を促進する。

・高度化資金貸付金及び設備近代化資金貸付金を適切に管理し未収金の縮減を図る。

①中小企業融資制度資金により中小企業者の資金繰りを支援

・中東情勢悪化の影響により中小企業者等に広がる資金繰りへの不安感に迅速に対応するため、経営健全化支援資金（物価高対

策）の融資可能額を200億円増額するとともに貸付対象者の要件を緩和。

※その他の事業は当初予算のとおり

②高度化資金及び設備近代化資金における未収金縮減への取組

当初予算のとおり

E-mail pref.nagano.lg.jpkeieishien

うち今回補正額
区分

R8年度

R7年度

R6年度

前年度繰越

0

0

0

当初予算

121,093,419

128,194,514

153,714,200

予算額

3,624,916

補正予算等

3,624,916

△ 9,593,187

△ 16,950,219

職員数

11.5

11.5

11.5

決算額

136,665,516

うち一般財源

940,618

1,008,539

883,764

合計

（予算現額）

124,718,335

118,601,327

136,763,981



2 延滞債権回収業務委託
延滞債権回収業務委託委託

サービサー1社

貸付金管理システム保守委託
高度化資金貸付金の債権回収等に必要なシステムの保守委託費用委託

保守管理１社

競売手数料2件

うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R6年度

予算現額

R7年度

予算現額

R8年度

予算

3 小規模企業者等設備導入資金貸付事務費
7,874 12,948

予算現額

不動産競売
不動産の競売直接

3 高度化資金繰出
一般会計への繰出直接

計画償還（県負担分7,707千円）

１件

2 高度化資金償還
中小企業基盤整備機構への償還直接

計画償還（国負担分304,880千円）

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 高度化資金貸付
中小企業基盤整備機構への貸付（組合等への間接貸付）貸付金

細事業を構成する主な取組

融資原資預託

信用保証料補助金

実施方法

317,713
うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R6年度

予算現額

R7年度

予算現額

R8年度

予算

2 高度化資金
19,872 18,493

予算現額

124,387,497

3,624,916

部局 産業労働部 課・室 経営・創業支援課

令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

金融機関に貸付原資の一部を預託することで、低利融資を実現し、中小企業の下

支えや前向き資金の利用拡大を図る

制度融資を扱う長野県内に本支店がある金融機関（34者）に約1,196億円預

託

【R8.6補正分】

制度融資を扱う長野県内に本支店がある金融機関に約32億円を追加預託

信用保証料の一部を補助することで、事業者負担を軽減

長野県信用保証協会に約11.4億円補助（事業者負担分を補填）

【R8.6補正分】

長野県信用保証協会に約3.2億円補助（事業者負担分を補填）

貸付金

補助金

3

1

12,353

R8年度

予算

R7年度

予算現額

R6年度

予算現額

予算現額

事　業　名 中小企業金融対策事業費

事業番号 07 02 03 細事業一覧（令和８年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

中小企業融資制度資金

No.

1

うち今回

補正額

千円

136,734,371 118,569,104

千円 千円



国への償還直接

計画償還（国負担分386千円）

小規模企業者等設備導入資金
1,864

R8年度

予算

2 設備近代化資金繰出
一般会計への繰出直接

計画償還（県負担分386千円）

782
予算現額 772
うち今回

補正額 0

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R6年度

予算現額

R7年度

予算現額

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和８年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 設備近代化資金償還

No.

4


